
　

Vol.411
2026年

9月24日発行

「作って終わり」になってませんか？

BCP「机上シミュレーション訓練」と実効性チェック

NEWS

BCP（業務継続計画）の策定完了から時間が経ち、「計画書が棚に眠ったまま」になっていませんか？災害時や緊急時に本当に計画通

り動けるかを確認する鍵は、大がかりな避難訓練ではなく、短時間で対応手順を確かめる「机上シミュレーション訓練」にあります。

ケアマネジャー様にとっては自所の防災体制だけでなく、利用者の「停電リスク（電動ベッド・吸引器等）」や「災害時一人歩き」を想定し

たモニタリングとケアプランへの反映や、福祉用具専門相談員様にとっては停電時に電動ベッドを手動で下げる方法、車いすの非常時

対応など、日常から利用者に伝える「用具の安全対策」が重要になります。

事業所内研修（年1回以上必須）の一環として、準備不要・30分で実施できる具体的な手順とチェックリストをまとめました。
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私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。

実践！60分でできるBCP机上訓練シナリオ例
株式会社日本ケアサプライ

営業企画部

理学療法士

唐沢 忠尚

BCP（業務継続計画）は作成するだけでは機能しません。定期的な「机上訓練」を通じ、想定シナリオに沿って「誰が・いつ・どう

判断するか」をスタッフ同士で話し合い疑似体験することで、計画の不備（バグ）を発見し対応力を高めていきましょう。

今回は、「ただの風邪かも」という正常性バイアスの罠を断ち切り、「疑い1名」の時点で即座にBCPを発動し、初期対応を確立

する訓練を紹介します。

災害・被害シナリオ（状況設定）

机上訓練の進め方（60分プログラム）

【STEP 1】想定（10分）
「複数名出てから対応すればいい」という正常性バイアスの罠を認識。

・疑い1名発覚時、報告ラインの伝達スピードと隔離・検査手配の初期動作を確

認する。

・防護具（PPE）の準備状況および勤務制限（出勤停止）の判断ルールを整理す

る。

【STEP 3】業務継続（20分）
防護具（PPE）在庫10%下での優先配分と出勤調整トリアージを決定。

・【設問：トリアージ】濃厚接触者特定に伴い人員が削られた際、優先的に継続

するコア業務をどう判断するか？

【STEP 2】初動対応（20分）
疑い1名の時点で即座にBCPを発動・初期対応を開始。

・【設問：初期発動】「確診」を待たずに「疑い」の段階でBCP対策本部を立ち

上げる基準が明確か？

・【設問：報告・伝達】職員間・保健所・行政への第一報連絡手順に滞りはない

か？

【STEP 4】バグ抽出（10分）
初動発動の遅れを生む報告ラインや正常性バイアスの原因を特定。

・【設問：バグ抽出】「検査結果待ち」の間に感染が広がる構造的バグを洗い出

す。

・【設問：修正】疑い段階での自動発動フローおよび代行シフト作成ルールを

補正する。

BCP実効性チェックリスト（訓練成果の確認）
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